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１　はじめに

トウヒ属の樹種は北半球の冷温帯～亜寒帯～寒帯

の広い地域に約40種が分布し、日本には７種程度が

分布します。このうち、アカエゾマツ（Picea glehnii

（Fr.Schm.）Masters）、エ ゾ マ ツ（P. jezoensis 

（Sieb. et Zucc.）Carr.）とその変種のトウヒ（P. 

jezoensis（Sieb. et Zucc.）Carr. var. hondoensis 

（Mayer）Rheder）は、比較的分布が広く、集団状

に生育し、林業上重要な樹種です。

アカエゾマツは、サハリン、南千島、北海道に分

布し、岩手県の早池峰山に隔離分布します。エゾマ

ツやトドマツとともに、北海道を代表する針葉樹 

で、エゾマツとともに北海道の木にも指定されてい

ます。また、材は、建築材やパルプ材、ピアノの響

板やバイオリンの胴などの高級楽器材としても利用

されています。北海道育種基本区内では、カラマツ

に次いで多く造林される樹種で、林木育種センター

北海道育種場では精英樹の選抜・検定、人工交配等

により優良品種の育成に取り組んでいます。

エゾマツは、アカエゾマツよりも広い地域、すな

わちサハリン、南千島、北海道のほか、カムチャッ

カ、沿海州、朝鮮半島及び中国東北部にも分布しま

す。エゾマツは、天然林においては倒木更新という

特殊な更新をすることでも知られています。資源量

が減少しているため、林木遺伝資源保存林などによ

る生息域内保存が特に重要です。エゾマツの用途は

アカエゾマツとほぼ同じですが、あまり造林が行わ

れていません。これには、いくつか理由があります

が、その一つに、幼齢木の時代にエゾマツカサアブ

ラムシの被害を受けやすいことがあげられます。こ

のため、林木育種センター北海道育種場では、エゾ

マツカサアブラムシ抵抗性品種の開発に取り組み、

平成16年度には、12品種を開発しました。

トウヒは、本州の中部地方の亜高山帯と紀伊半島

の大台ヶ原・大峰山系に分布します。エゾマツとは

冬芽や葉枕の形態で区別され変種とされますが、独

立種とする説や同一とする説もあります。建築材な

どに利用されます。

２　林木遺伝資源保存林の現況

アカエゾマツ、エゾマツ、トウヒの林木遺伝資源

保存林について、設定箇所の位置を図－１に、育種

基本区別森林管理局別の設定箇所数と面積を表－１

に示しました。
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アカエゾマツ、エゾマツ、トウヒの林木遺伝資源保存林
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図－１　アカエゾマツ、エゾマツ、トウヒの林木遺伝資源保
存林位置図

表－１　アカエゾマツ、エゾマツ、トウヒの林木遺伝資源
保存林の設定箇所数と面積

トウヒエゾマツ（注）アカエゾマツ森　林
管理局

育　種
基本区 面積（ha）箇所数面積（ha）箇所数面積（ha）箇所数

429.1715　540.8310　
北海道
森林管理局

北海道

90.512　
関東
森林管理局

関　東
114.673　

中部
森林管理局

205.185　小計

205.185　429.1715　540.8310　合　　計

2.2％1.5％4.7％4.6％5.9％3.0％全体に占める割合

（注）シロエゾマツの保存林３箇所10.00haを含む。
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３　代表的なアカエゾマツ、エゾマツ、トウヒの林木

遺伝資源保存林

以下に、代表的なアカエゾマツ、エゾマツ、トウ

ヒの林木遺伝資源保存林を紹介します。

　［北見アカエゾマツ10林木遺伝資源保存林］

アカエゾマツは、トドマツ、ナナカマド、ダケカ

ンバなどと混交しており、アカエゾマツの本数は４

割程度ですが、材積では９割近くに達しています。

平均胸高直径32cm、平均樹高20ｍとアカエゾマツの

林木遺伝資源保存林の中では、平均的な大きさです

が、１ha当たりの本数は比較的多く、材積は保存林

中最大となっています。稚幼樹の本数も最も多い部

類に入っており、壮齢で活力のある林分と考えられ

ます。

　［東京モミ・シラベ・コメツガ・トウヒ２林木遺伝資

源保存林］

標高1,600ｍ～2,200ｍの高標高地に設定された保

存林です。トウヒは、標高1,800ｍ付近ではコメツガ 

やモミなどと混交していますが、2,100ｍ付近ではシ 

ラベと混交しています。保存林全体では、本数で１

割、材積で２割弱ですが、やや密集している場所で

は、本数で２割強、材積で３割強を占めているとこ

ろがあります。トウヒの平均胸高直径は27cm、平均

樹高は15ｍですが、胸高直径75cm、樹高26ｍに達す 

る大きい個体もあります。稚幼樹は多数見られます。

　［旭川エゾマツ16林木遺伝資源保存林］

エゾマツは、トドマツ、ナ

ナカマド、ダケカンバなどと

混交しており、本数で４割、

材積では７割を占めていま

す。平均胸高直径36cm、平均

樹高18ｍと、エゾマツの林木

遺伝資源保存林の中では、平

均的な大きさです。エゾマツ

は林内の倒木上に落ちた種子

が発芽して次世代の更新樹と

なる倒木更新をするため、林

内には稚幼樹が少ない場合が

多いのですが、この林分は稚

幼樹が１ha当たり650本と比

較的多く、天然更新が期待さ

れています。

上川中部森林管理署
2291い、2292い

北海道上川郡上川町
北緯43ﾟ37'　東経142ﾟ02'

所在

温量指数　34
降 水 量　1,272mm/年

面積：69.75ha
標高：1,070ｍ

地況

稚幼樹
エゾマツ：650本/ha

立木　エゾマツ：平均胸高
直径36cm、平均樹高18ｍ、
150本・215ｍ3/ha

林況

天竜森林管理署718い
静岡県磐田郡水窪町奥領家
北緯35ﾟ17'　東経138ﾟ00'

所在

温量指数　45
降 水 量　3,000mm/年

面積：55.23ha
標高：2,000ｍ

地況

稚幼樹
トウヒ：1,300本/ha

立木　トウヒ：平均胸高直
径27cm、平均樹高15ｍ、92
本・64ｍ3/ha

林況

写真－２　東京モミ・シラベ・コメツガ・トウヒ２林木
遺伝資源保存林

網走西部森林管理署1088ろ
林小班

北海道紋別郡丸瀬布町
北緯43ﾟ43'　東経143ﾟ13'

所在

温量指数　33
降 水 量　981mm/年

面積：15.90ha
標高：1,070ｍ

地況

稚幼樹
アカエゾマツ：1,720本/ha

立木　アカエゾマツ：平均
胸高直径32cm、平均樹高20
ｍ、380本・397ｍ3/ha

林況

写真－１　北見アカエゾマツ10林木遺伝資源保存林

写真－３　旭川エゾマツ16林
木遺伝資源保存林


